


①-1　省エネルギーの取組み・工夫／計画概要・環境コンセプト

■省CO2の具体策

59.7%
1．オンサイト発電と選択可能型排熱利用

2．自然エネルギーの活用とリアルタイムの見える化

3．放射モード/対流モード可変型の空気式放射冷暖房

■計画概要・環境コンセプト

名称 ヤンマー本社ビル 
（YANMAR FLYING-Y BUILDING） 

所在地 大阪府大阪市北区茶屋町1番32号 
建築主 セイレイ興産株式会社 
敷地面積 2,500.01 m2 
建築面積 1,553.14 m2 
延べ面積 21,011.40 m2 
構造 鉄骨造、一部 鉄骨鉄筋コンクリート造、 

鉄筋コンクリート造 
階数 地下2階、地上12階 
主用途 事務所、物販店舗 
設計・監理 株式会社 日建設計 
施工 建築：（株）竹中工務店 

空調：三機工業（株）、東洋熱工業（株） 
衛生：三機工業（株）、（株）三晃空調 
電気：東光電気（株）、（株）関電工 

工期 2013年2月～2014 年9月 

建物外観

光と風を導く
エコシリンダー

配置図

大規模壁面緑化

省CO2技術インストールダイアグラム

建築概要 設備概要

JR

［空調設備］ 
・熱源／ジェネリンク（排熱投入型ガス冷温水発生機）：350USRT×2台 

GHP（本社エリア：1700kW、商業エリア：1500kW） 
ガスエンジンCGS：400kW、バイオディーゼルCGS：25kW 
太陽熱集熱器：30kW、地中熱交換器（基礎杭方式×5本） 

・空調／外調機＋GHP 
（本社エリアの外調機は排熱利用デシカント方式併用） 

［衛生設備］ 
・給水／上水：重力方式、雑用水：重力方式・雨水利用 
・給湯／手洗・湯沸：貯湯式電気温水器 

社食厨房：ガス湯沸器（＋CGS排熱・太陽熱利用）＋貯湯槽 
・排水／建物内：汚水雑排水分流式、敷地内：汚水雨水分流式 

厨房排水処理設備 
・ガス／中圧B引込 
［電気設備］ 
・受電／高圧：6.6kV 2回線受電 
・発電機／常用／ガスエンジン：6.6kV 400kW 

バイオディーゼル：200V 25kW 
太陽光発電：35kW、風力発電：1kW 

・発電機／非常用／ガスタービン：6.6kV 875kVA 
・照明 ／本社エリア／LED（タスクアンビエント方式） 

この資料は、受賞者に了解を得て建築設備技術者協会より公開している資料です。個人に利用するに留め、無断転載等を禁止します。



①-2　省エネルギーの取組み・工夫／省CO2率のリアルタイム評価と見える化
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■ヤンマー本社エリアの省CO2排出量実績評価

59.7% 55.4%

■CO2削減率のリアルタイム評価と見える化
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図：ヤンマー本社エリアにおける省CO2実績評価-1

図：ヤンマー本社エリアにおける省CO2実績評価-2
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上段：中項目までの評価
下段：中項目の内、熱源部分の詳細評価

（
kg
-C
O
2/
h）

（
kg
-C
O
2/
h）

0

50

100

150

200

250

300

3 6 9 12 15 18 21 24

高効率トランス

昇降機INV・群制御

換気ファン変風量制御

LED・自然採光

空調ファン変風量制御

空調ポンプ変流量制御

熱源補機INV制御等

熱源（CGS・GHP等）

（
g-
CO

2/
㎡
日
）

この資料は、受賞者に了解を得て建築設備技術者協会より公開している資料です。個人に利用するに留め、無断転載等を禁止します。



②　低カーボンエネルギーへの転換／バイオディーゼルや自然エネルギーを連携利用した熱源システム

図：地中熱交換杭施工状況 図：地中温度事前測定結果
（測定期間：2012/7/5～2013/3/14）

■オンサイト発電とセレクタブル排熱利用

■バイオディーゼルCGSの導入

■自然換気・自然採光計画
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図：電気と熱のフロー図

設備機器にデザインによる波及性をもたせる FAMEのカーボンニュートラル性

■地中熱と太陽熱の利用

図：自然換気・自然採光に配慮した平面計画

図：杭配置図

表：地中熱交換杭仕様

図：自然の風と光を導く仕組み
（窓廻り断面/エコシリンダー/排気窓と導光装置）

図：杭詳細図
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③　再生可能エネルギー利用・工夫／自然エネルギー利用型・ 放射/対流モード可変型の冷暖房システム

■自然換気時の室内温熱環境と省エネ効果

■冷房時の各モードの基本性能
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■空気式放射冷暖暖房システムの概要

図：上下方向気流測定結果（冷房時）

図：自然エネルギー利用型・放射/対流モード可変型の冷暖房システム

図：各モードの熱画像
通常放射モード 風量増強モード

図：自然換気時の除去熱量とGHPガス消費図：自然換気時の温熱環境測定結果

表面温度＝23℃ 表面温度＝25℃

空気式放射パネル
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